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【報告】 

 

③ 小規模水道にみる水の代替不可能性―ヴァナキュラーな水の価値 

報告者： 野田岳仁（法政大学） 

 

本報告の目的は、小規模水道を維持する村落が何ゆえに他の水道システムによる代替を拒

むのか、その理由を明らかにすることである。本報告では、行政による上水道が導入されてい

るにもかかわらず、村落単位で小規模水道を運営する新潟県大毎集落と岐阜県大湫集落をと

りあげる。大毎集落は大正時代から 100 年間小規模水道が維持されてきた。大湫集落では、

リニア中央新幹線のトンネル掘削により地下水脈が損なわれ、小規模水道や井戸が枯渇したこ

とに対し、JR 側からは新たな水源の提供や無償のウォーターサーバー等の代替策が提示され

ているが、その反応は好ましいものではない。なぜ人びとは一見非合理的にもみえる対応をす

るのであろうか。ミネラルウォーターが売られ、上水道が整備された現代社会において、水は商

品であり、上水道はサービスとして存在している。ともすれば、水は代替可能な資源と考えがち

であるが、村落にとって水は代替可能なものではなく、固有な価値を持っている。本報告では、

水は飲料水のように単なる資源としての供給にとどまらず、村落自治に深く根ざした「ヴァナ

キュラーな価値」を有する存在であることを示す。 
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